
Agilent 53140シリーズ
マイクロ波カウンタ／パワー・メータ
DVM内蔵ワンボックス・
ソリューション
Product Overview

マイクロ波リンクの敷設および保守に
必要な機能がすべて内蔵されています。

● 46GHzまでの範囲の選択可能（周波数
カウンタ）

●現場でも開発部門と同じ確度で測定で
きる高精度パワー・メータ

●アンテナ調整や電気通信用電源の測定
に便利なDCディジタル電圧計（DVM）

●軽量で堅牢な上に、オプションのバッ
テリを搭載すれば、現場での持ち運び
にも便利

Agilent53148Aと8481A
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Agilentは、お客様へ最新
の電子技術を提供し、協力
して作業を進めることによ
り、お客様のさらなるビジ
ネスでの成功をお手伝いし
て参ります。

Point-to-Pointマイクロ波リンクの
敷設および保守を簡略化

セル・サイト―基地局間リンク、ビジネス
間通信リンク、ディジタル無線リンク（鉄
道、パイプラインまたは電線沿い）、衛星
の地上局のいずれの敷設または保守を行う
場合でも、マイクロ波リンクの敷設および
保守には通常、CWマイクロ波カウンタ、高
精度パワー・メータ、DCディジタル電圧計
（DVM）が必要です。

53140シリーズは、これら3種類の測定器を
一体化することによって小型／軽量化を実
現しています。53140シリーズを導入すれ
ば、現場に何種類もの装置を持ち込む必要
がありません。また、ゴム製のバンパーに
より堅牢性が増し、悪天候にも耐え得るも
のとなっています。ソフト・キャリング・
ケース（別売り）を用いれば、現場への持ち
運びも楽に行なえます。ケースには、付属
品の収納に便利なポーチも付いています。
53140シリーズのバッテリ・オプションを搭
載すれば、現場でAC電源が使えるか心配す
る必要もなくなります。液晶ディスプレイ
のバックライトはオン／オフの切替えが可
能で、バッテリを長もちさせることができ
ます。
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3種類の測定器を一体化することによ
り、ATE用ラックの省スペース化と
コスト削減を実現

マイクロ波コンポーネントやアセンブリの
テストにおける測定に、3種類の測定器を1
台に組み込んだコンパクト設計の53140シリ
ーズを用いれば、ATE用のラックが不要と
なるため、省スペース化とコスト削減を実
現できます。53140シリーズには、GPIBお
よびRS-232 SCPIプログラマブル・インタフ
ェースが装備されているので、ATEとして
直ぐに使用することができます。ラック・
マウント・キットは、オプションで提供さ
れています。

ATE：Automatic Test Engineering

高確度パワー測定よりも、周
波数とパワーの同時測定の方
が重要であれば、53150シ
リーズのCWマイクロ波カウ
ンタが最適です。

詳細については、当社のWebサイト
（www.agilent.co.jp/find/tm）をご覧ください。

46GHzまで対応の
CWマイクロ波カウンタ

53140シリーズは、20GHz、26.5GHz、46GHz
の3種類の周波数レンジをカバーしている
ため、必要な周波数レンジを選択できます。
超広帯域マイクロ波入力は、50MHzから最
大周波数までの範囲に対応するため、チャ
ネルの切り替えが少なくて済みます。また、
1Hz～1MHzの範囲で分解能の選択が可能な
ので、必要な分解能がすぐに得られます。
時間や温度に対して測定確度を向上させる
ために、オーブン・タイムベースもオプシ
ョンで用意されています。

53140シリーズ
測定スイート

センサの選択肢が豊富な
高精度パワー・メータ

53140シリーズの高精度パワー・メータは、
開発部門レベルの高い測定確度を、現場相
応の耐震性パッケージで提供します。0.01dB
という優れた分解能と0.02dBという高い基
本測定器確度を、最も必要とする現場で実
現できます。グラフィック・ピーキング・
メータを用いれば、パワーの調整も容易に
行なえます。柔軟性を高めるために、－
70dBm～＋44dBmのパワー範囲をカバーす
る広範なパワー・センサ（Agilent 8480シリ
ーズ）が用意されています。

AGCおよび電源測定用のDC DVM

±50Vdc DVMを使ってマイクロ波受信機の
AGC回路をモニタしながら、アンテナを調
整することができます。また、電気通信サ
イトでは一般的な－48Vdc電源の検査にも
使用できます。

作業を容易にする高度な測定機能

Agilent 53140シリーズは、開発部門で用い
られる測定器と同様の高度な機能を備えて
います。周波数とパワーの両方の測定値を
相対表示すれば、公称値からの偏差が分か
ります。また、オフセット表示値からは、
最終的な周波数やパワーを間接的に測定で
きます。アベレージングは、測定表示の急
激な変動をならし、見やすくします。
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本仕様は、特に明記のない限り、全信号および温度
範囲に適合する保証された性能です。「代表値」また
は「公称値」は、補足特性であり保証された性能で
はありません。

53147A 53148A 53149A

周波数レンジ

チャネル1
ノーマル・モード 10Hz～125MHz 10Hz～125MHz 10Hz～125MHz
ローパス・フィルタ 10Hz～50kHz 10Hz～50kHz 10Hz～50kHz
使用時

チャネル2 50MHz～20GHz 50MHz～26.5GHz 50MHz～46GHz

感度

チャネル1
10～30Hz 40mVrms 40mVrms 40mVrms
30Hz～125MHz 25mVrms 25mVrms 25mVrms

チャネル2
50～300MHz －20dBm －20dBm －20dBm
0.3～12.4GHz －33dBm －33dBm －33dBm
12.4～18GHz －33dBm －33dBm －30dBm
18～20GHz －29dBm －29dBm －27dBm
20～26.5GHz N/A －25dBm －27dBm
26.5～40GHz N/A N/A －23dBm
40～46GHz N/A N/A －17dBm

最大入力

チャネル1 2Vrms 2Vrms 2Vrms

チャネル2
50MHz～2GHz ＋5dBm ＋5dBm ＋5dBm
2～46GHz ＋13dBm ＋13dBm ＋13dBm

損傷レベル

チャネル1 120V（DC＋ACピーク）120V（DC＋ACピーク）120V（DC＋ACピーク）
周波数に対して、 周波数に対して、 周波数に対して、
5Vrms（125MHz） 5Vrms（125MHz） 5Vrms（125MHz）
まで直線的に低下 まで直線的に低下 まで直線的に低下

チャネル2 ＋27dBm ＋27dBm ＋27dBm

インピーダンス（公称値）

チャネル1 1MΩ/60pF 1MΩ/60pF 1MΩ/60pF

チャネル2 50Ω 50Ω 50Ω

コネクタ

チャネル1 BNC（メス） BNC（メス） BNC（メス）

チャネル2 SMA/APC -3.5互換 SMA/APC -3.5互換 取外し可能な2.92mm 
（メス） （メス） SMA/APC -3.5互換

（メス）

SWR（代表値）

チャネル2
50～300MHz 1.5：1 1.5：1 1.5：1
0.3～10GHz 2.0：1 2.0：1 2.0：1
10～20GHz 3.0：1 3.0：1 3.0：1
20～26.5GHz N/A 3.0：1 2.5：1
26.5～46GHz N/A N/A 2.5：1

結合

チャネル1 AC AC AC

チャネル2 AC AC AC

エミッション（代表値）

（｢はね返りノイズ｣）

チャネル1 N/A N/A N/A

チャネル2 －40dBm/ －40dBm/ －40dBm/
（測定／入力なし） ＜－70dBm ＜－70dBm ＜－70dBm

仕様と特性

カウンタの仕様



5

53147A 53148A 53149A

分解能選択範囲 1Hz～1MHz 1Hz～1MHz 1Hz～1MHz
（チャネル1および2）

確度 ±1 LSD±残留安定度 ±1 LSD±残留安定度 ±1 LSD±残留安定度
（チャネル1および2、 ±（タイムベース誤差 ±（タイムベース誤差 ±（タイムベース誤差
LSD=選択分解能） ×周波数） ×周波数） ×周波数）

残留安定度
（カウンタと信号源を同一のタイムベースに結合）

チャネル1 N/A N/A N/A

チャネル2 0.6 LSD rms 0.8 LSD rms 1.25 LSD rms

測定時間（代表値）

チャネル1 1/分解能＋30ms 1/分解能＋30ms 1/分解能＋30ms

チャネル2 1/分解能＋捕捉時間＋ 1/分解能＋捕捉時間＋ 1/分解能＋捕捉時間＋
30ms 30ms 30ms

捕捉時間（代表値）
（1MHzのFMレート、パワー・メータがオフの状態で）

チャネル1 N/A N/A N/A

チャネル2 150ms/125ms 150ms/125ms 165ms/140ms
（FM Auto/FM Off）

FM許容範囲

チャネル1 N/A N/A N/A

チャネル2FM Auto 10MHzのレートで 10MHzのレートで 10MHzのレートで
20MHz p-p（最大） 20MHz p-p（最大） 26.5GHzまで

20MHz p-p（最大）、
26.5GHz以上で
12MHz p-p（最大）

チャネル2FM Off 10MHzのレートで 10MHzのレートで 10MHzのレートで
1MHz p-p 1MHz p-p 1MHz p-p

AM許容範囲 どのような変調指数に どのような変調指数に どのような変調指数に
（チャネル1および2） 対しても、感度レベル 対しても、感度レベル 対しても、感度レベル

以上の信号であれば 以上の信号であれば 以上の信号であれば
カウントされる。 カウントされる。 カウントされる。

振幅自動弁別機能

チャネル1 N/A N/A N/A

チャネル2＜300MHz N/A N/A N/A

チャネル2＞300MHz 存在する最大信号を自 存在する最大信号を自 存在する最大信号を自
動的に測定。（ただし、 動的に測定。（ただし、 動的に測定。（ただし、
周波数間隔が75MHz 周波数間隔が75MHz 周波数間隔が75MHz
以内の信号に対しては、 以内の信号に対しては、以内の信号に対しては、
10dB（代表値）以上、 10dB（代表値）以上、 10dB（代表値）以上、
75MHz以上の信号に 75MHz以上の信号に 75MHz以上の信号に
対しては、20dB（代 対しては、20dB（代 対しては、20dB（代
表値）以上の最大信号） 表値）以上の最大信号） 表値）以上の最大信号）

カウンタの仕様（続き）
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タイムベース

周波数 10MHz

出力 10MHz正弦波、1Vrms（50Ω終端）

外部タイムベース入力 1、2、5、10MHz：
1～5Vrms（50Ω終端）

コネクタ 裏面パネルのBNC（メス）

内部タイムベース安定度

TCXO（標準） オーブン（オプション001）

エージング・レート／日 N/A ＜5×10－10

エージング・レート／月 ＜1×10－7 ＜1.5×10－8

短期 ＜1×10－9 ＜2×10－10

（平均時間1秒）

電源変動（±10%） ＜1×10－7 ＜1×10－10

ウォームアップ N/A ＜1×10－8

（25℃の温度で電源
投入後5分以内）

温度安定度（0～55℃） ＜1×10－6 ＜1×10－8

周波数レンジ 100kHz～50GHz（センサによって異なる）

パワー出力範囲 －70～＋44dBm（センサによって異なる）

サポートされているパワーセンサ 8480シリーズ（8ページの表を参照）

分解能 ログ・モードでは0.01dB、リニア・モードでは
フルスケールの0.1%

表示単位

絶対値 dBmまたはW

相対値 dBまたは%

確度

測定器類 ±0.02dBまたは±0.5%。システム全体の確度に
ついては、パワーセンサの直線性仕様を追加

ゼロ設定（ディジタルによるゼロ設定） センサによって異なる（8ページの表を参照）

基準パワー

パワー出力 1.00mW。工場出荷時に±0.7%に設定。
NISTに準拠

確度 1年間で、ワーストケースの場合で±1.2%
（±0.9 RSS）

周波数 50MHz（公称値）

コネクタ N型（メス）

ファンクション DCV

レンジ ±50Vdc

分解能 2mV

確度 表示値の±0.25%±10mV

損傷レベル ±60Vdc

入力抵抗 0.5MΩ（公称値）

コネクタ 4mmバナナ・ソケット

ディスプレイ DVMをオンにすると、周波数表示が切り替わる

カウンタの仕様（続き）

パワー・メータの仕様

ディジタル電圧計（DVM）の仕様
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セーブ／リコール 9個までの機器設定をセーブしておいて、後で
リコールすることができる。これらの設定は、
電源の切断後も保持される

サンプリング・レート 高速（通常20msの測定間隔）、中速（通常250ms
の測定間隔）、低速（通常1sの測定間隔）、
ホールドの中からユーザが選択可能

カウンタ・ゲート時間 1/選択分解能

演算機能

オフセット（相対／固定） パワーまたは周波数の最後の表示値、または表示
値に対するオフセット入力値、あるいはその両方

アベレージング 1～99個の測定値の積算平均

ディスプレイ バックライト付き液晶表示。フロントパネル制御
スイッチによるバックライトのオン／オフが可能

スリープ・モード（オプション002のみ） 5分間（公称値）入力信号がない、パワーセンサが
動作しない、キー操作が行われない場合には、
バックライトが自動的にオフになる

セルフテスト メニュー選択またはリモート操作によって、電源
投入時に、カウンタとパワー・メータの回路およ
び内部メモリが自動的にテストされる。テストに
不具合が発生した場合には、エラー・メッセージ
が表示される

プログラミング

インタフェース GPIB（IEEE-488.1-1987、IEEE 488.2-1987）
およびRS-232

言語 SCPI-1992.0（Standard Commands for 
Programmable Instruments）

RS-232レート 2400～19200ボーの範囲でユーザが選択可能

電源

AC 90～132Vac；47.5～66Hzまたは360～440Hz
216～264Vac；47.5～66Hz

電源選択 自動
消費電力 最大80VA（代表値32W）

DC（オプション002のみ） 11～18Vdc；最大2A

バッテリ（オプション002）
タイプ VHSカムコーダ用鉛蓄電池（各2個）
充電時間 1個8時間（代表値）
動作時間 25℃の温度で最小2時間

外形寸法 330mm（幅）×156mm（高さ）×376mm（奥行）、
耐衝撃クッションおよびハンドル付。ラック・
パネルはEIA幅と3U ISO高さに適合

動作温度 0～55℃

バッテリ・オプション搭載時 0～40℃

質量（公称値） 4.5kg（バッテリなし）
6.6kg（バッテリあり）

保証期間 1年間

安全性 IEC-1010、CAN/CSA 1010.1に準拠した設計

EMC IEC-11、EN50082-1、IEC801-2、IEC801-3、
IEC801-4に準拠した設計

付属品 パワーセンサ・ケーブル（11730A）；
DVM試験用リード線（34132B）；
操作／プログラミングおよびサービス・マニュアル；
AC電源ケーブル

別売り

パワーセンサ 8480シリーズ（8ページの表を参照）

予備用バッテリ 53150-80010

DC電源ケーブル 53150-60214

アクセサリ

一般仕様



オーダ情報

Agilent 53147A 20GHzカウンタ／パワー・メータ／DVM

Agilent 53148A 26.5GHzカウンタ／パワー・メータ／DVM

Agilent 53149A 46GHzカウンタ／パワー・メータ／DVM

オプション001 オーブン・タイムベース

オプション002 バッテリおよびDC電源

オプション007 ソフト・キャリング・ケース

オプション1CM ラック・マウント・キット

「カウンタ」の詳細については、当社のWebサイト（www.agilent.co.jp/find/tm）
をご覧ください。

使用可能なセンサ

周波数レンジ コネクタ ゼロ設定

25Wセンサ

1mW～25W
（0～＋44dBm）

8481B 10MHz～18GHz N型（オス） ±50µW
8482B 100kHz～4.2GHz N型（オス） ±50µW

3Wセンサ

100µW～3W
（－10～＋35dBm）

8481H 10MHz～18GHz N型（オス） ±5µW
8482H 100kHz～4.2GHz N型（オス） ±5µW

100mWセンサ

1µW～100mW
（－30～＋20dBm）

8485A 50MHz～26.5GHz APC-3.5mm（オス） ±50nW
8485Aオプション033 50MHz～33GHz APC-3.5mm（オス） ±50nW
8481A 10MHz～18GHz N型（オス） ±50nW
8482A 100kHz～4.2GHz N型（オス） ±50nW
8487A 50MHz～50GHz 2.4mm（オス） ±50nW

高感度センサ

100pW～10µW
（－70～－20dBm）

8481D 10MHz～18GHz N型（オス） ±20pW
8485D 50MHz～26.5GHz APC-3.5mm（オス） ±20pW
8485Dオプション033 50MHz～33GHz APC-3.5mm（オス） ±20pW
8487D 50MHz～50GHz 2.4mm（オス） ±20pW

サポート、サービス、およびアシスタンス

アジレント・テクノロジーが、サービスおよびサポート
においてお約束できることは明確です。リスクを最小限
に抑え、さまざまな問題の解決を図りながら、お客様の
利益を最大限に高めることにあります。アジレント・テ
クノロジーは、お客様が納得できる計測機能の提供、お
客様のニーズに応じたサポート体制の確立に努めていま
す。アジレント・テクノロジーの多種多様なサポート・
リソースとサービスを利用すれば、用途に合ったアジレ
ント・テクノロジーの製品を選択し、製品を十分に活用
することができます。アジレント・テクノロジーのすべ
ての測定器およびシステムには、グローバル保証が付い
ています。製品の製造終了後、最低5年間はサポートを
提供します。アジレント・テクノロジーのサポート政策
全体を貫く2つの理念が、「アジレント・テクノロジーの
プロミス」と「お客様のアドバンテージ」です。

アジレント・テクノロジーのプロミス

お客様が新たに製品の購入をお考えの時、アジレント・
テクノロジーの経験豊富なテスト・エンジニアが現実的
な性能や実用的な製品の推奨を含む製品情報をお届けし
ます。お客様がアジレント・テクノロジーの製品をお使
いになる時、アジレント・テクノロジーは製品が約束ど
おりの性能を発揮することを保証します。それらは以下
のようなことです。
● 機器が正しく動作するか動作確認を行います。
● 機器操作のサポートを行います。
● データシートに載っている基本的な測定に係わるアシ
ストを提供します。

● セルフヘルプ・ツールの提供。
● 世界中のアジレント・テクノロジー・サービス・セン
タでサービスが受けられるグローバル保証。

お客様のアドバンテージ

お客様は、アジレント・テクノロジーが提供する多様な
専門的テストおよび測定サービスを利用することができ
ます。こうしたサービスは、お客様それぞれの技術的ニ
ーズおよびビジネス・ニーズに応じて購入することが可
能です。お客様は、設計、システム統合、プロジェクト
管理、その他の専門的なサービスのほか、校正、追加料
金によるアップグレード、保証期間終了後の修理、オン
サイトの教育およびトレーニングなどのサービスを購入
することにより、問題を効率良く解決して、市場のきび
しい競争に勝ち抜くことができます。世界各地の経験豊
富なアジレント・テクノロジーのエンジニアが、お客様
の生産性の向上、設備投資の回収率の最大化、製品の測
定確度の維持をお手伝いします。
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